
明日の翼03

飛
行
機
の
燃
料
が
、

都
市
ご
み
や
廃
食
油
な
ど
か
ら
作
ら
れ
る
、

そ
ん
な
日
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

新
た
な
原
料
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

化
石
燃
料
に
頼
ら
な
い
循
環
型
社
会
を

実
現
す
る
動
き
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

環
境
負
荷
の
低
減
を
目
指
し
て
、

バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
今
を
特
集
し
ま
す
。

JALグループは、2030年のSDGs※達成に向け、事業を通じて社会の課題解決に取り組みます。
※「Sustainable Development Goals」の略称で、持続可能な社会の実現を目指し、国際社会が2030年までに解決すべき17の目標のこと

特
集



明日の翼 04

バイオジェット燃料と従来のジェット燃料（化石燃料）の一番の違いは、原料が違うところ。
従来のジェット燃料は地中に眠っている原油を採掘して精製したものです。
一方、バイオジェット燃料の原料は主に、都市ごみ、木材、植物/動物油脂、廃食油などです。
その他にも、藻類など原料は多様になっています。
バイオジェット燃料は、飛行機を飛ばすことでCO₂を排出するものの、
原料とする植物等がすでに大気中のCO₂を吸収しているため、実質的にはCO₂の増加を抑制することができるのです。
商業生産のためには、さらなる技術開発を行い、効率的に生産する体制を整え、コストを削減する必要がありますが、
地球環境保護はもちろん、エネルギー安全保障の観点からも需要が高まっています。

バイオジェット燃料って

都
市
ご
み
・

木
材
か
ら

植
物
/

動
物
油
脂（
天
然
油
脂

）

か
ら

　
原
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
は
非
可

食
の
植
物
油
や
食
肉
を
解
体
し
た
と
き

に
出
る
脂
で
、
バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料

の
製
造
方
法
と
し
て
は
最
も
古
い
も
の

で
す
。
化
石
燃
料
を
原
料
に
す
る
場
合

と
同
様
に
、
油
脂
を
水
素
化
処
理
・
分

留
す
る
こ
と
に
よ
り
、
バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ

ト
燃
料
を
製
造
す
る
も
の
で
あ
り
、
技

術
は
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

何？

廃
食
油

か
ら

　
飲
食
店
な
ど
か
ら
出
る
廃

食
油
を
原
料
に
し
ま
す
。
天

然
油
脂
と
同
じ
製
造
技
術
を

活
用
し
ま
す
。

明日の翼05

JALの
　JAL グループでは、環境にやさしい
社会の実現に向け、国産バイオジェッ
ト燃料の製造に挑戦しています。2018
年より、日本環境設計㈱の協力のも
と全国の皆さまから衣料品を回収し、
Green Earth Institute ㈱とともに、

（公財）地球環境産業技術研究機構の
技術を使い、国内の既存施設を活用し
て、国産バイオジェット燃料の製造に取
り組んでいます。2020 年にこのバイオ
ジェット燃料を利用してチャーターフラ
イトを運航する予定です。

都
市
ご
み
・

木
材
か
ら

都
市
ご
み
か
ら

　
都
市
ご
み
や
間
伐
材
・
廃
木
材
な

ど
を
バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
原

料
に
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
原
料
を

燃
や
す
の
で
は
な
く
、
8
0
0 

〜

1
2
0
0
℃
の
高
温
で
蒸
し
焼
き

に
し
、
そ
の
際
に
出
る
原
料
ガ
ス

（
C
O
・
H
2
）
を
触
媒
反
応
さ
せ

る
こ
と
で
液
体
燃
料
に
変
換
し
ま

す
。
技
術
が
確
立
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
実
用
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

そ
の
他
の
製
造
方
法
も

　
都
市
ご
み
を
原
料
に
す
る
点
で

は
同
じ
で
す
が
、
燃
や
し
た
都
市
ご

み
か
ら
出
る
ガ
ス
（
C
O
・
H
2
）

を
菌
の
力
で
エ
タ
ノ
ー
ル
に
し
、
そ

の
後
、
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
に
変
換
す
る

製
造
方
法
も
実
用
化
に
向
け
開
発

が
進
ん
で
い
ま
す
。

衣料品で空を飛ぶ!?

挑戦

Phase1

衣料品を集め、綿80％以上のものを選別する

Phase2

衣料品（綿）を糖化する

Phase3

コリネ菌の力で糖化液をアルコール（イソブ
タノール）に変換し、濃縮する

Phase4

アルコール（イソブタノール）を触媒反応さ
せ、バイオジェット燃料を生成する
� （写真提供：高圧化学工業㈱）

Phase5
飛行機が飛ぶ！

　
飲
食
店
な
ど
か
ら
出
る
廃

食
油
を
原
料
に
し
ま
す
。
天

然
油
脂
と
同
じ
製
造
技
術
を

活
用
し
ま
す
。

藻
類
か
ら

　
微
細
藻
類
か
ら
取
れ

る
藻
油
と
呼
ば
れ
る
油

脂
分
を
原
料
に
し
ま
す
。

製
造
方
法
は
、
天
然
油

脂
を
原
料
と
し
た
場
合

と
同
じ
で
、
技
術
は
確

立
さ
れ
て
い
ま
す
。



明日の翼 06

　
J
A
L
グ
ル
ー
プ
は
、「
2
0
3
0
年
の

S
D
G
s
達
成
に
向
け
、
事
業
を
通
じ
て
社
会

の
課
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。」
と
宣
言
し

て
い
ま
す
。
S
D
G
s
の
目
標
の
う
ち
、
環
境

に
関
し
て
は
、
航
空
機
整
備
に
お
け
る
水
の
使

用
量
の
抑
制
や
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
促
進
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

な
か
で
も
、
航
空
会
社
と
し
て
は
、
C
O
2

の

排
出
量
削
減
が
、
も
っ
と
も
重
要
な
課
題
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
J
A
L
グ
ル
ー
プ
は
2
0
1
0
年
に「
2
0
2
0

年
度
ま
で
に
2
0
0
5
年
度
対
比
で
C
O
2
排
出

量
を
輸
送
量
当
た
り
23
%
削
減
す
る
」と
い
う

目
標
を
掲
げ
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。2
0
1
7
年
度
に
は
17
・
8
%
ま
で
削
減

し
、2
0
2
0
年
度
中
に
こ
の
目
標
を
達
成
す

る
見
込
み
で
す
。具
体
的
に
は
、従
来
機
と
比

べ
て
C
O
2
排
出
量
を
約
15
〜
20
%
削
減
で

き
る
ボ
ー
イ
ン
グ
7
8
7
型
機
や
エ
ア
バ
ス

A
3
5
0
型
機
な
ど
の
省
燃
費
機
材
の
導
入

や
、離
着
陸
時
の
運
航
方
式
の
工
夫
や
飛
行
機

に
搭
載
す
る
コ
ン
テ
ナ
等
の
軽
量
化
に
よ
る
燃

料
消
費
量
の
削
減
な
ど
、こ
れ
ま
で
は
使
用
燃

料
の
削
減
と
い
う
観
点
か
ら
環
境
負
荷
低
減
を

目
指
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
さ
ら
に
、
調
達
す
る
燃
料
の
質
と

い
う
観
点
か
ら
、
バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
利

用
促
進
を
加
速
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
の
国
際
規
格
設
定
機
関
（
A
S
T
M
）

に
よ
る
品
質
規
格
の
確
立
を
は
じ
め
と
し
、
欧

米
を
中
心
に
、
開
発
や
実
用
化
の
動
き
が
進
ん

で
き
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
で
、
分
量
は
限
ら
れ

て
い
る
と
は
い
え
、
商
業
飛
行
を
し
て
い
る

定
期
便
に
搭
載
で
き
る
段
階
ま
で
到
達
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
技
術
の
進
歩
に
加
え
、
バ

イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
促
進
を
後
押
し
し
て
い

る
の
が
、
国
際
民
間
航
空
機
関
（
I
C
A
O
）

の
掲
げ
た
目
標
で
す
。
2
0
1
6
年
開
催
の

I
C
A
O
の
総
会
で
、
2
0
2
1
年
以
降
、

国
際
線
を
運
航
す
る
航
空
会
社
に
対
し
て
、

2
0
1
9
年
、
2
0
2
0
年
の
C
O
2

平
均

排
出
量
を
超
過
し
た
分
に
つ
い
て
C
O
2

排
出

権
の
購
入
な
ど
を
義
務
付
け
る
Cコ

ル

シ

ア

O
R
S
I
A

制
度
の
導
入
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

潮
流
の
な
か
で
、
J
A
L
グ
ル
ー
プ
は
C
O
2

排
出
量
そ
の
も
の
の
削
減
を
目
指
し
て
バ
イ
オ

C
O
2

排
出
量
を
削
減
し
て
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
た
め
、

J
A
L
グ
ル
ー
プ
で
は
バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
製
造
会
社
で
あ
る

フ
ル
ク
ラ
ム
社
へ
出
資
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
あ
ら
た
め
て
、「
燃
料
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、

環
境
負
荷
低
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

さ
ら
な
る
C
O
2

削
減
へ

バ
イ
オ
ジェッ
ト
燃
料
の

利
用
促
進
に
挑
む

バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の

実
用
化
へ
向
け
た

世
界
と
J
A
L
の
ア
プ
ロ
ー
チ

調達本部
総合調達部
部長

鈴木 武

明日の翼07

ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
利
用
に
お
け
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

エ
ア
ラ
イ
ン
と
な
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
2
0
1
8
年
、
バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
製

造
会
社
で
あ
る
フ
ル
ク
ラ
ム
社
へ
の
出
資
を
行

い
ま
し
た
。
フ
ル
ク
ラ
ム
社
は
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
本
社
を
置
き
、

埋
め
立
て
廃
棄
さ
れ
る
都
市
ご
み
を
原
料
と
し

て
バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
を
製
造
す
る
プ
ロ
セ

ス
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
現
在
ネ

バ
ダ
州
に
最
初
の
製
造
施
設
を
建
設
中
で
す
。

今
後
も
、
複
数
の
製
造
施
設
の
展
開
を
予
定
し

て
お
り
、
バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
大
量
生
産

に
つ
い
て
、
実
現
性
が
最
も
高
い
企
業
の
一
つ
で

す
。
近
い
将
来
、
北
米
発
便
を
中
心
に
、
フ
ル

ク
ラ
ム
社
か
ら
供
給
さ
れ
る
バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト

燃
料
の
搭
載
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
J
A
L
グ
ル
ー
プ
は
、
す
で
に
、

2
0
1
7
年
11
月
に
は
シ
カ
ゴ
発
成
田
行
き
に

お
い
て
、
2
0
1
9
年
1
月
に
は
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
発
羽
田
行
き
に
お
い
て
、
品
質
規
格
認

証
を
得
た
バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
を
試
験
的
に

少
量
搭
載
し
て
運
航
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
継
続
的
な
バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
供
給
の

確
保
と
と
も
に
、
試
験
的
な
搭
載
の
実
績
を
積

み
重
ね
、
バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
利
用
促
進

を
通
じ
た
環
境
問
題
の
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
J
A
L
グ
ル
ー
プ
が
利
用
す
る
燃
料
の
約

7
割
は
日
本
で
給
油
し
て
い
る
た
め
、
さ
ら
な

る
環
境
負
荷
低
減
の
た
め
に
は
、「
国
産
」
の

バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
量
産
と
安
定
的
な
供

給
が
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
国
産
バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
研
究
開
発
は

始
ま
っ
て
お
り
、
い
く
つ
か
の
実
験
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
い
て
、
A
S
T
M
規
格
の
認
証
を
得

る
に
い
た
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
実
用
化
に

向
け
、原
料
確
保
や
量
産
体
制
の
構
築
、そ
し
て
、

輸
送
や
給
油
と
い
っ
た
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
確

立
に
挑
戦
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
日
本
政
府
は
「
2
0
2
0
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に

向
け
た
バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
導
入
ま
で
の

道
筋
委
員
会
」
を
設
置
し
、
東
京
2
0
2
0

大
会
を
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
と
し
て
国
内
バ
イ
オ

ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
生
産
体
制
の
確
立
に
着
手
し

て
い
ま
す
。
J
A
L
グ
ル
ー
プ
は
こ
の
活
動

に
連
携
し
つ
つ
、
国
産
バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料

の
開
発
促
進
に
向
け
た
独
自
の
取
り
組
み
と
し

て
、「
10
万
着
で
飛
ば
そ
う
！
J
A
L
バ
イ
オ

ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
フ
ラ
イ
ト
」
を
主
催
し
て
い
ま

す
。
複
数
の
企
業
の
協
力
の
も
と
、
皆
さ
ま
か

ら
回
収
し
た
衣
料
品
（
綿
）
で
A
S
T
M
規

格
の
認
証
を
得
た
バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
を
生

成
し
、
こ
れ
を
利
用
し
た
チ
ャ
ー
タ
ー
フ
ラ
イ

ト
を
2
0
2
0
年
に
運
航
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
日
本
国
内
に
お
い
て
、

今
後
の
量
産
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
加
速
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
国
産
バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
を
実
用
化
す
る

た
め
に
は
、
日
本
国
内
に
お
い
て
、「
つ
く
る
」

「
運
ぶ
」「
使
う
」
と
い
っ
た
一
連
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
実

現
に
は
、
既
存
の
枠
組
み
を
超
え
た
業
界
横
断

的
な
連
携
が
不
可
欠
で
す
。
今
後
も
、
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
さ
ま
と
連
携
し
、
取
り
組
み

を
深
め
る
こ
と
で
、
環
境
負
荷
低
減
に
よ
り
一

層
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

フルクラム社がネバダ州に建設中のバイオジェット燃料の製造工場

　私は現在、フルクラム社とともに、バイオジェッ
ト燃料の実用化に取り組むプロジェクトを担当
しています。この取り組みを通じて感じるのは、
ごみの分別問題など、身近な社会課題を解決
し、さらにバイオジェット燃料という新たな価値
を創造したいというフルクラム社の真摯な「志」
です。私自身も、JAL の一員として環境問題
の解決に貢献していきたいと考えています。
　日々の業務では、「果敢に挑戦する」という
JALフィロソフィを心がけています。JALグルー
プは、挑み続けることによって日本の空の歴史
を切り拓いてきました。バイオジェット燃料の利
用促進についても、2009 年に世界で初めて
となる、カメリナという植物を原料にしたバイオ
ジェット燃料を用いた試験飛行「JAL バイオ・
フライト」を実施するなど、果敢に挑んできま
した。
　新しい道を切り拓き、価値を創造してきた
JALグループだからこそ、今後も先頭に立って
バイオジェット燃料の利用促進、普及に向け、
取り組んでいきたいと思います。

日本の空の歴史を
切り拓いてきたからこそ、
果敢に挑み続けます

調達本部
総合調達部 
燃料グループ

平野 佳
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